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論文内容の要旨
従来「備北層群」の名前で一括されてきた，中園地万中部に散在する海成第三系に関して，各地域の分
布する地層ごとに，岩相層序灰分体系の整理を行った。また石l火質ナンノ化石および化石炭酸塩のストロ
ンチウム同位体比の検討にもとづいて，分布の離れた地層間での高精度届序対比を試みた。これらの結果
ム各盆地における古環境変遷に関する既報をまとめ，前期中新世末~中期中新開初頭(16.9-.，16.0Ma) 
における凸地理変遷について議論した。
備北層群を構成する各地域の地層は，それぞれ層厚が100m内外で，一連の上方深海化相を示す。また全
層厚にほぼ相当する大きな古地形起伏が，基底イミ整合面に保存されている。これらの諸事実からは，中園
地方における中新世の海進が，広域的な沈降，あるいは汎世界的な海水準の上昇によってもたらされた可
能性が指摘される。
石j火質ナンノ化石の検討結果，三次・庄原，哲西および高山市域の地層からはMartini(1971)のNN4帯
上部，多里地域の地層からはNN4帯， -井野原地域の地層からはN河4"'NN5帯に対比されるフロラが，そ
れぞれ催認された。また三次・庄原・哲西の各地域の地層中には，Discoαster exilisの産出下限が認定さ
れ， :'JN4帯長上部に認められる件層準として対比可能である。高山市地域の地層は， これよりも上位の層
準に対比される。 Sphenolithus属の相対産出頻度は，上位層準および丙側地域に向かつて増加する傾向が
認められ.海域の拡大過程を反映したフロラの愛化であると判断される。
一方化石炭酸塩のストロンチウム同位体比 (87Sr/86Sr)からは，東部瀬戸内海沿岸地域の海成第三系
が，姶新世以前の堆積物であることが明らかとなった。したがって，備北層群の堆積した時代に，太平洋
側からこの一帯を経て中国地方中部へと至る海域を推定することはできない。この時代の中国地方中部は，
北西側に向かつて大きく開いた海域であったと結論されるc
論文審査の結果の要旨
中国地方中部には造礁珊瑚を含む温暖な古環境を示す第三系が分布高度を異にして広く存在する。これ
らは従来，備.Jt層群として一括されていたが，相1:f..の関係や海の侵入経路などは明らかにされていなかっ
た。著者はこれら第三系砕屑軒類中に狭在する凝灰岩を対比することとあわせてナンノ化石およびストロ
ンチウムを用いて，分布の離れた地層を相互に年代層序対比を行った。この結果.従来，新第二系に含ま
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れていた兵庫県野島常磐地域ゃ吾川県四海地域などの地層群は肯第二i系であることが判明し，新第三紀の
古地聞を復元するうえからは切り離されたc
ナンノ化右等の検討から著者は備Jt層部の主体は前期中新世末から中期中新世初頭(l6.9~ 16.0M~) に
かけて堆積したものであることを明らかにした。また，分布高度の異なる地層群に対しては.その年代と
化石やシークヱンス変化などを組み合わせることによ勺て堆積環境を明らかにしたうえで，海進の様子を
復元した。すなわち，著者は高t.l1巾ー 層のl:W部をのぞいて備北層群の主体は古地形担伏を埋積するように
堆積していることから， この時期jの海進は相対的な海由ー上昇ーによってもたらされたことを明らかにした。
また， このような海進の様子が時間柚lこそって地域ごとに復元されたことによって.当時の海の古地問
的分布が判明したことから，筆者は中凶地方中部における中新世の海の深化が北西側から南東側に進行し
たことや，この海が北西側に大きく開いていたことを提唱した。さらに， この海の広がりは当時すでに形
成されていた北来ー南丙および北北西一|詞両東に配列した干片地形起伏に制約された分布を示すこともあわ
せて論証している。
このように，本論文は克明な地質調合に裏打ちされた地層対比とナンノ化石をはじめとする年代や古環
境復}Lと，それにl期連する中新世の海進を明らかにしたことによって新生代層序学の分野での発展に寄与
する成果を得ており，博土 (l型学)の学位を援与するに値するものと審査した。
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